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お知らせ＆情報
［NEWS & Information］

格的な夏の暑さが始まりました。急激な暑さに体が順応せず、熱中症を引き起こ
すかもしれません。

　夏休みになり、「外は暑いか
ら家の中なら大丈夫」と思って
いませんか？熱中症は、家の中
でも起こることがあります。
　部屋が暑いままだと、知らな
いうちにたくさん汗をかき、体
の水分が足りなくなってしまい
ます。特に高齢者は暑さを感じ
にくく、子どもは遊びに夢中で
水分補給を忘れがちです。
　暑いときはエアコンや扇風
機を使い、のどが渇く前に水分
をとりましょう。
　地域で声をかけあい、安全
で楽しい夏を過ごしましょう。

　今年度も青少年育成町民
会議事業が始まり、パークゴル
フ大会等の行事が実施されて
おります。各地区では子どもた
ちのためにさまざまな活動が
行われています。地域の皆さま
には、日頃より青少年育成事
業にご協力をいただき、心より
感謝申し上げます。
　夏休み期間中は、熱中症や
事故などに十分注意が必要で
す。子どもたちが安全・安心に
過ごせるよう、地域ぐるみで見
守りながら、世代を超えた交流
がさらに深まることを願ってい
ます。
                    　　（星　愛）
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「熱中症は家の中
でも起こる？！」

編集後記

［NEWS & Information］

⚫風通しの良い服を着用しましょう
⚫日傘や帽子を使用しましょう
⚫こまめに水分補給をしましょう
⚫十分な睡眠と食事をとりましょう
⚫体が熱くなったら保冷剤や冷たいタオルなどで冷やしましょう 

第３５回世代間交流事業
パークゴルフ大会

熱中症に気をつけましょう2

月１３日（土）に大川ふるさと公園パークゴルフ場において、青少年健全育成世代間
交流事業（パークゴルフ大会）を開催しました。当日は快晴に恵まれ、絶好のパークゴ

ルフ日和となりました。小学生から高齢者まで４６名が参加し、世代を超えて楽しく交流する
ことができました。成績は次のとおりです。

内各小中学校の児童・生徒の夏季休業は下記のとおりです。子供たちが夏休みを安
全・安心に生活できるよう見守り等のご協力をお願いいたします。　　　　　　　

　　　　　　　　　期間：令和８年７月１８日（土）～８月２４日（月）

夏季休業1

○一般の部
１位　星　　良太� ５７打
２位　湯田　浩光� ６５打
３位　星　　陽介� ７０打
○高齢の部
１位　湯田　恒弥� ５１打
２位　佐藤　靖子� ５２打
３位　弓田　忠夫� ５２打

【大会結果】
○小学生低学年の部
１位　湯田  くるみ（楢原小２年）� ８７打
２位　湯田  幸太郎（楢原小１年）� ９５打
３位　星　　希愛（旭田小２年）� ９８打
○小学生高学年の部
１位　星　　結翔（旭田小６年）� ７０打
２位　星　　太琥（旭田小５年）� ７２打
３位　湯田　彩加（楢原小６年）� ８３打
○中学生の部
１位　佐藤　暖人（下郷中１年）� ６１打
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▲楢原小学校　星徹 校長

▲下郷中学校　室井正之 校長▲旭田小学校　有馬光一 校長

▲江川小学校 大井川英敏 校長

〜未来を担う青少年の育成〜

令和８年度総会、地区推進委員、子ども避難の家、世代間交流事業

４

６
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⚫夏休みの宿題を計画的に進めましょう
⚫規則正しい生活をしましょう
⚫水の事故や交通事故、スマートフォンでのトラブルに注意しましょう

楽しい夏休みを過ごすために

熱中症予防のために
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●子ども避難の家（敬称略）
行 政 区 子ども避難の家

楢
原
地
区

倉　 村 室 井　 幸 治 湯 田　 栄 二 湯 田　 嘉 朗 渡 部　 幸 彦 渡 部　 龍 哉
楢　 原 湯 田　 昇 一 星　　 和 廣 湯 田　 哲 夫 平 野　　 旭 阿 部　 純 正
刈　 林 渡 部　 俊 一 大 竹　 勝 雄 浅 井　 卓 二 ― ―

姫　 川 伊 藤　 博 美 渡 部　 壮 一 猪 股　 昭 郎 渡 部 美 代 子 荒 井　 義 照
岩 澤　　 修 ― ― ― ―

成　 岡 渡 部　 次 男 松 永　 憲 明 渡 部　 大 樹 佐 藤　 知 明 ―
板　 萩 大 竹　 秀 昌 渡 部　 雅 人 渡 部　 幸 範 室 井　 貴 行 ―
小　 池 猪 股　 政 博 児 山　 市 衛 星 　 　 　 希 ― ―
倉　 水 猪 股　 謙 喜 渡 部　 近 雄 湯 田　　 博 猪 股　 朋 弘 星 　 弘 義
三 ツ 井 大 竹　 一 明 星 賢 右 エ 門 星　　 幸 一 星　　 正 平 ―
新　 開 星　　 文 久 星　　 昭 男 ― ― ―
戸　 赤 渡 部　 義 文 小 椋　 須 子 渡 部　 利 男 ― ―
中　 山 星　　 辰 男 加 藤　 浩 一 渡 部　 榮 一 ― ―
弥 五 島 星　　 清 信 玉 川　 勝 久 星　　 久 義 芳 賀　 和 也 ―
中妻（橋坂） 星　　 三 夫 室 井　 豊 吉 室 井　 豊 行 星　　 忠 勝 ―

旭
田
地
区

塩　 生 湯 田　 英 幸 室 井　 芳 典 星　　 公 夫 長 嶺　 克 實 小 山　 敏 喜
檜　 原 渡 部 宇 太 郎 渡 部　 武 良 ― ― ―
桃 曽 根 児 山　 智 一 和 田 山 秀 男 玉 川　 一 郎 ― ―
落　 合 渡 部　 美 弘 星　　 幹 男 星　　 正 憲 星　　 健 治 若 杉  　 浩
音　 金 弓 田　 功 匡 室 井　 勇 司 室 井　 春 喜 弓 田　 秀 雄 弓 田 忠 夫
十 文 字 弓 田　 一 雄 渡 部　　 明 玉 川　 正 人 ― ―
鶴 ヶ 池 金 子　 政 彦 伊 藤　 洋 子 室 井 喜 久 男 佐 藤　 重 雄 ―
南 倉 沢 星　　 典 男 室 井　　 均 室 井　 俊 之 ― ―

大 松 川 大 竹　 義 則 室 井　 邦 夫 佐 藤　　 司 佐 藤　 壽 一 室 井  　 優
室 井　 勝 男 ― ― ― ―

小 松 川 ㈲ 佐 藤 建 設 佐 藤　 秀 明 佐 藤　 盛 雄 ― ―
張　 平 室 井　 節 夫 渡 部　 好 助 室 井　 文 男 室 井　 眞 夫 ―
中　 妻 佐 藤　 桂 一 佐 藤　 和 也 室 井　 唯 男 ― ―
水　 門 渡 部　　 一 星　 新 一 郎 渡 部　 隆 幸 ― ―
沢　 入 星　　 清 孝 佐 藤　　 寛 ― ― ―
湯 野 上 渡 邊　 徳 吉 星　　 芳 昭 浅 沼 産 業 ㈱ 筒 井　 正 行 芳 賀　 敏 広

江
川
地
区

小　 野 星　　 吉 治 星 　 　 　 勲 星　　 直 江 ― ―
大　 沢 鈴 木　 清 一 横 山 喜 久 夫 横 山　 貴 善 ― ―
小　 出 芳 賀　 宣 夫 五 十 嵐　 浩 五 十 嵐 一 男 芳 賀　 好 行 ―
沼　 尾 芳 賀　　 優 芳 賀　　 寿 芳 賀　 正 司 芳 賀　 浩 一 ―
白　 岩 玉 川　 森 男 白 石　 光 史 星 　  政 利 湯 田　 貞 美 ―
雑　 根 佐 藤　　 馨 藤 原　 光 博 ― ― ―
田　 代 五 十 嵐 正 夫 五 十 嵐 精 一 小 山 新 一 郎 五 十 嵐 義 樹 ―
芦 の 原 黒 森　 正 敬 渡 部　 裕 伸 小 山　 寅 雄 五 十 嵐 正 俊 渡 部　 盛 一
枝　 松 星　　 利 雄 渡 部　　 栄 竹 田　 好 吉 小 山　 信 幸 ―
大　 内 鈴 木　 広 美 佐 藤　 義 孝 佐 藤　 幸 二 阿 部　 公 一 芳 賀　 逸 人

そ
の
他

郵 便 局 楢 原 郵 便 局 旭 田 郵 便 局 江 川 郵 便 局 弥 五 島 郵 便 局 ―

理 容 所 理 容 あ づ ま 荒 井 理 容 所 阿 部 理 容 所 み き 理 容 所 あ い 美 容 室
ミ ス ズ 美 容 室 ハ ツ ミ 美 容 室 ― ― ―

そ の 他 南会東部非出資漁業協同組合事務所 ― ―
※合計 161 ヶ所（4/1 現在）

所属及び役職 氏 　 　 名 所 属 及 び 役 職 氏 　 　 名
倉村育成会長 湯 田  　 正 中 妻 育 成 会 長 佐 藤　 元
楢原育成会長 星　　 重 雄 水 門 育 成 会 長 渡 部　 清 一
刈林育成会長 稲本太一郎 沢 入 育 成 会 長 佐 藤　 光 裕 所 属 及 び 役 職 氏 　 　 名
姫川育成会長 荒井喜久男 湯 野 上 育 成 会 長 児 山　 章 二 文 化 協 会 長 小 椋　 勝 美
成岡育成会長 渡 部　 俊 春 小 野 育 成 会 長 星　　　 勲 交 通 安 全 母 の 会 長 湯 田　　 忍
板萩育成会長 渡 部　 高 男 大 沢 育 成 会 長 横 山　 貴 善 教 育 次 長 玉 川　 清 美
小池育成会長 星　　　 希 小 出 育 成 会 長 芳 賀　 吉 夫

少 年 補 導 員

星　 せ き 子
倉水育成会長 渡 部　　 正 沼 尾 育 成 会 長 芳 賀　 正 司 五 十 嵐　 浩
三ツ井育成会長 渡 部　 善 一 白 岩 育 成 会 長 室 井　 勝 雄 和田山秀一
新開育成会長 星　　 文 久 雑 根 育 成 会 長 藤 原　 光 博 室 井　 伊 織
戸赤育成会長 室 井　 春 雄 田 代 育 成 会 長 五十嵐義樹 楢 原 駐 在 所 佐 野　 文 教 
中山育成会長 渡 部　 洋 紀 芦 の 原 育 成 会 長 五十嵐正俊 湯 野 上 駐 在 所 山 重　 俊 二
弥五島育成会長 玉 川　 芳 則 枝 松 育 成 会 長 小 山　 信 幸 民生児童委員協議会長 馬 場　 誠 三
橋坂育成会長 浅沼伊與吉 大 内 育 成 会 長 鈴 木　 澄 夫

同 　 副 会 長
星　　 厚 子

塩生育成会長 星　　 美 幸 社会教育委員議長 長 沼　 常 雅 湯 田　 容 子
檜原育成会長 室 井　 善 明 下 郷 中 学 校 長 室 井　 正 之

同　 主 任 児 童 委 員
室 井　 榮 子

桃曽根育成会長 和田山秀男 旭 田 小 学 校 長 有 馬　 光 一 高 橋　 弘 之
落合育成会長 渡 部  美 弘 江 川 小 学 校 長 大井川英敏 下 郷 中 PTA 会 長 渡 部　 勇 進
音金育成会長 星　　 達 也 楢 原 小 学 校 長 星　　　 徹 楢 原 小 PTA 会 長 玉 川　 智 大
十文字育成会長 阿久津有信 しもごう保育所長 渡 部　　 信 同 　 副 会 長 小 椋　 宏 美
鶴ヶ池育成会長 室井喜久男 湯 野 上 保 育 所 長 大 竹　 浩 二 旭 田 小 PTA 会 長 佐 藤　 和 人
南倉沢育成会長 星　　 典 男 南会津高生徒指導主事 猪 股　 俊 伸

同 　 副 会 長
佐 藤　 和 子

大松川育成会長 渡 部　 正 直 南会津高 PTA 会長 弓 田　 恭 平 星　 賢 太 郎
小松川育成会長 児 山　　 隆 老人クラブ連合会長 五十嵐精一 江 川 小 PTA 会 長 芳賀真喜子
張平育成会長 佐 藤　 英 勝 ス ポ ー ツ 協 会 長 佐 藤　 仁 夫 同 　 副 会 長 星　　 優 美
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地区育成推進委員会

和８年度の地区育成推進委員会
の皆さんはご覧のとおりです。

（敬称略）
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